
(57)【要約】

　実質的に“C”形断面形状の長い部品と、それを製造

する方法とを提供する。当該部品は、射出成形すること

ができ、表側の部品部分を塗膜で覆うことができる。こ

の方法は、傾斜底壁を備える底端キャビティ部分(182)

を有する金型キャビティを備え、雌型要素(106)を、定

置雄型要素(104)から離れるように、幅方向すなわちY方

向に対して約1～20゜の角度をなすように動かすこと(35

8)を含む。この部品は、プラスチック基板と随意の塗膜

とを有し、当該塗膜は、前記部品の表側主要面(406)の

後方で底端壁(400)に沿って終わる一つのへり(204)を有

する。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 実 質 的 に “ Ｃ ” 形 の 断 面 形 状 を 有 す る 、 長 い 自 動 車 部 品 を 成 形 す る 方 法 で あ っ て 、
　 当 該 部 品 が 、 当 該 部 品 の 底 部 へ り を 定 め る 底 端 、 当 該 部 品 の 頂 部 を 定 め る 頂 端 、 当 該 底
端 と 当 該 頂 端 と の 間 に 延 び て い る 、 表 側 の 面 と 対 向 後 面 と を 有 す る 主 要 面 、 を 有 す る 自 動
車 部 品 で あ る 方 法 に お い て 、 改 良 が 、
　 (a)前 記 “ Ｃ ” 形 断 面 と 一 致 す る ス ペ ー ス を 定 め る 金 型 キ ャ ビ テ ィ を 備 え 、 当 該 金 型 キ
ャ ビ テ ィ が 、 Z方 向 の 縦 軸 に 沿 っ て 延 び て お り 、 ま た 水 平 方 向 Yと 垂 直 方 向 Xと を 有 し 、 X、
Y、 お よ び Zが 互 い に 直 交 し 、
　 (b)前 記 金 型 キ ャ ビ テ ィ に 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 、 頂 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 、 お よ び 主 要 面
キ ャ ビ テ ィ 部 分 を 備 え 、 当 該 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ 部 分 が 、 表 側 前 部 と 対 向 後 部 と を 有 し 、 前
記 底 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 、 頂 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 、 お よ び 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ 部 分 が 協 同 し て 前
記 “ Ｃ ” 形 形 状 を 定 め 、
　 (c)前 記 底 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 に 傾 斜 底 壁 を 備 え 、 当 該 傾 斜 底 壁 が 、 前 部 境 界 と 後 部 境 界
と を 有 し 、 当 該 前 部 境 界 が 前 記 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ 部 分 の 前 記 表 側 前 部 に 隣 接 し 、 当 該 後 部
境 界 が 、 前 記 前 部 境 界 に 接 し て 前 記 Y方 向 に 延 び て 前 記 X方 向 に 直 交 す る 接 線 に 対 し て 約 1
～ 20゜ の 角 度 を な す よ う に 、 前 記 前 部 境 界 か ら Y方 向 に 離 れ た 位 置 に あ り 、
　 (d)溶 融 プ ラ ス チ ッ ク を 前 記 金 型 キ ャ ビ テ ィ 内 に 射 出 し 、
　 (e)前 記 溶 融 プ ラ ス チ ッ ク を 冷 却 さ せ て 前 記 成 形 部 品 が で き る よ う に し 、
　 (f)該 成 形 部 品 を 前 記 金 型 キ ャ ビ テ ィ か ら 取 り 出 す 、
こ と か ら 成 る 、
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 当 該 角 度 が 約 1～ 10゜ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 塗 膜 が 、 当 該 金 型 キ ャ ビ テ ィ 内 に 、 当 該 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ の 当 該 表 側 前 面 に 沿 っ て 配 置
さ れ 、 前 記 塗 膜 の 一 つ の へ り が 当 該 底 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 内 ま で 延 び る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 当 該 金 型 キ ャ ビ テ ィ が 、 三 分 割 金 型 構 造 物 に よ っ て 定 め ら れ 、 前 記 金 型 キ ャ ビ テ ィ が 、
定 置 雄 型 要 素 、 当 該 Y方 向 に 動 け る 可 動 雌 型 要 素 、 お よ び 当 該 X方 向 に 動 け る ス ラ イ ダ ー 部
分 か ら 成 り 、 ま た 、 当 該 成 形 部 品 を 前 記 金 型 キ ャ ビ テ ィ か ら 取 り 出 す 当 該 ス テ ッ プ (f)が
、 前 記 雌 型 要 素 を 、 前 記 雄 型 要 素 か ら 離 れ る よ う に 、 前 記 Y方 向 に 当 該 接 線 に 平 行 に 延 び
る 線 に 対 し て 約 1～ 20゜ の 角 度 を な す よ う に 前 記 Y方 向 に 沿 っ て 動 か す こ と を 含 み 、 当 該 底
端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 内 に 配 置 さ れ た 当 該 塗 膜 の 当 該 へ り が 、 前 記 雌 型 要 素 を 前 記 雄 型 要 素 か
ら 前 記 の よ う に 動 か す と き に ひ っ か か れ た り 、 あ る い は 引 き ち ぎ ら れ た り し な い よ う に な
っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 当 該 成 形 部 品 を 当 該 金 型 キ ャ ビ テ ィ か ら 取 り 出 す 当 該 ス テ ッ プ (f)が 、 当 該 ス ラ イ ダ ー
部 分 を 当 該 X方 向 に 沿 っ て 当 該 雄 型 要 素 か ら 当 該 縦 軸 Zに 対 し て 鋭 角 を な し て 離 れ る よ う に
動 か す こ と を 含 む 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 、 当 該 雄 型 要 素 に 当 該 金 型 キ ャ ビ テ ィ と 連 絡 す る よ う に ス プ ル ー を 備 え 、 当 該 ス
テ ッ プ (d)が 、 溶 融 プ ラ ス チ ッ ク を 前 記 ス プ ル ー を 通 し て 前 記 金 型 キ ャ ビ テ ィ 内 に 射 出 す
る こ と か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 当 該 長 い 自 動 車 部 品 が サ イ ド シ ル ガ ー ニ ッ シ ュ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 実 質 的 に “ Ｃ ” 形 ま た は 裏 返 し “ Ｃ ” 形 の 断 面 形 状 を 有 す る タ イ プ の 、 長 い 自 動 車 部 品
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で あ っ て 、
　 当 該 部 品 が 、 当 該 部 品 の 底 部 へ り を 定 め る 底 端 壁 部 分 、 当 該 部 品 の 頂 部 を 定 め る 頂 端 壁
部 分 、 お よ び 当 該 底 端 壁 部 分 と 当 該 頂 端 壁 部 分 と の 間 に 延 び て い る 主 要 面 を 有 し 、 こ こ で
、 当 該 主 要 面 が 表 側 の 面 と 対 向 後 面 と を 有 し 、 前 記 部 品 が 、 X、 Y、 お よ び Z方 向 に 延 び て
お り 、 Zが 前 記 部 品 の 縦 軸 で あ り 、 Yが 前 記 部 品 の 水 平 方 向 で あ り 、 Xが 前 記 部 品 の 垂 直 方
向 で あ り 、 X、 Y、 お よ び Zが 互 い に 直 交 し 、 こ こ で 、 前 記 底 端 壁 部 分 が 、 前 記 主 要 面 の 前
記 表 側 の 面 か ら 延 び 出 て い て 、 傾 斜 底 壁 面 を 有 し 、 当 該 底 壁 面 が 、 前 記 主 要 面 に 隣 接 す る
前 部 境 界 と 前 記 主 要 面 か ら 前 記 Y方 向 に 沿 っ て 後 方 に 間 隔 を と っ て 配 置 さ れ て い る 後 部 境
界 と を 有 し 、 前 記 傾 斜 底 壁 面 が 、 前 記 前 部 境 界 に 接 し て 前 記 Y方 向 に 延 び て 前 記 X方 向 に 直
交 す る 接 線 に 対 し て 約 1～ 20゜ の 角 度 を な す よ う に 、 配 置 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 長 い 自 動 車 部 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　 当 該 角 度 が 約 1～ 10゜ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 長 い 自 動 車 部 品 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 当 該 底 端 壁 部 分 、 主 要 面 、 お よ び 頂 端 壁 部 分 が プ ラ ス チ ッ ク 基 板 か ら 成 り 、 こ こ で 、 塗
膜 が 、 当 該 表 側 の 面 全 体 を 覆 い 、 該 塗 膜 の 第 一 の へ り が 、 前 記 底 端 壁 部 分 の 少 な く と も 一
部 を 覆 っ て 、 当 該 前 部 境 界 の 後 方 で 終 わ っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 長 い
自 動 車 部 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 当 該 塗 膜 の 当 該 第 一 の へ り が 、 当 該 底 壁 面 の 当 該 前 部 境 界 と 後 部 境 界 と の 間 で 終 わ っ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 長 い 自 動 車 部 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 当 該 塗 膜 の 第 二 の へ り が 、 当 該 頂 端 壁 部 分 の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 長 い 自 動 車 部 品 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 当 該 塗 膜 が カ ラ ー 層 を 有 す る ラ ミ ネ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 長
い 自 動 車 部 品 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 当 該 塗 膜 が 少 な く と も 一 つ の 透 明 層 を 有 す る ラ ミ ネ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 長 い 自 動 車 部 品 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 当 該 塗 膜 が 金 属 ま た は 金 属 粉 外 観 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 長 い 自
動 車 部 品 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 当 該 部 品 が サ イ ド シ ル ガ ー ニ ッ シ ュ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 長 い 自
動 車 部 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 ア メ リ カ 仮 特 許 出 願 第 60/505,459号 (2003年 9月 24日 出 願 )の 優 先 的 利 点 を 主
張 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 深 い “ C” 形 の 断 面 の 成 形 部 品 と 該 部 品 を 製 造 す る 方 法 と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 自 動 車 の 装 備 品 と 保 護 用 成 形 品 と が 、 し ば し ば 射 出 成 形 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 。 長 い 成
形 品 の 製 造 は 、 ガ ス を 用 い る 射 出 成 形 法 に よ っ て 非 常 に 簡 単 に な る 。 あ る 種 の 用 途 の た め
に は 、 長 い 部 品 の 断 面 が “ C” 字 に 近 い 、 深 い 成 形 部 品 を 作 る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 た と え ば 、 部 品 の 表 側 の 面 (す な わ ち 、 “ C” の 大 体 水 平 の 対 向 両 端 間 の 部 品 外 表 面 )が
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、 “ C” の 対 向 端 間 の 部 品 の 二 分 軸 を 大 体 横 断 し て 延 び て い る 、 自 動 車 用 の 深 い サ イ ド シ
ル お よ び ロ ッ カ ー パ ネ ル 成 形 品 を 提 供 す る の が 望 ま し い 。 し ば し ば 、 塗 膜 が 部 品 の 表 側 の
面 に 備 え ら れ 、 部 品 上 の 塗 膜 の 色 お よ び 光 沢 性 に よ っ て 部 品 に 必 要 な 美 的 外 観 が 与 え ら れ
る 。 そ の よ う な 塗 膜 は 、 市 販 さ れ て お り 、 一 般 に ロ ー ル か ら 引 き 出 さ れ 、 必 要 な 寸 法 と 形
状 に 切 断 さ れ 、 金 型 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 さ れ る 。 こ の と き 、 塗 膜 の 塗 料 の 塗 ら れ た 側 ま た
は 美 的 に 快 い 側 が 金 型 キ ャ ビ テ ィ 外 側 面 に 面 す る よ う に さ れ る 。 次 に 、 溶 融 樹 脂 が 金 型 キ
ャ ビ テ ィ 内 に 射 出 さ れ 、 塗 膜 が 所 定 の 位 置 に 配 置 さ れ た 部 品 が 作 ら れ る 。 冷 却 後 、 部 品 は
金 型 キ ャ ビ テ ィ か ら 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 塗 膜 の 予 備 成 形 、 お よ び 塗 膜 の 挿 入 ま た は 塗 膜 と 基 板 の 同 時 成 形 の た め の 技 術 は 、 た と
え ば 、 ア メ リ カ 特 許 第 5,599,608号 (Yamamotoほ か )、 第 5,746,962号 (Yamamoto)、 第 5,759,
477号 (Yamamoto)、 5,783,287号 (Yamamotoほ か )、 第 5,968,444号 (Yamamoto)、 6,168,742号
(Yamamoto)、 お よ び 6,227,319号 (Hardgroveほ か )に 開 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 特 許 明 細 書
の 記 載 事 項 を 参 照 さ れ た い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 前 記 の よ う な 実 質 的 に “ C” 形 断 面 の 深 い プ ラ ス チ ッ ク 部 品 の 成 形 は 、 特 に 難
し い 。 “ C” の 対 向 端 が 互 い に 近 づ き す ぎ て い る と 、 部 品 を 金 型 キ ャ ビ テ ィ か ら 取 り 出 す
の が 難 し い 。 さ ら に 、 部 品 の 金 型 か ら の 取 り 出 し に よ り 、 し ば し ば 、 部 品 の 表 側 の 面 に 沿
っ て 配 置 さ れ て い る 塗 膜 の 引 き 裂 き 、 波 打 ち 、 そ の 他 の 変 位 が 生 じ る 。 部 品 の 対 向 端 の 好
ま し く な い 変 形 ま た は 損 傷 も 、 部 品 の 金 型 キ ャ ビ テ ィ か ら の 取 り 出 し 中 に 起 こ り う る 。 そ
の 結 果 、 部 品 の 色 、 光 沢 、 そ の 他 の 仕 上 げ 品 質 が 損 な わ れ う る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 方 法 に お い て は 、 長 い 自 動 車 部 品 が 通 常 の 成 形 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 。 金 型
キ ャ ビ テ ィ は 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 、 頂 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 、 お よ び 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ 部 分
を 有 す る 。 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ 部 分 は 、 表 側 前 部 お よ び 対 向 す る 後 部 を 有 す る 。 底 端 キ ャ ビ
テ ィ 部 分 、 頂 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 、 お よ び 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ 部 分 が 協 同 し て 実 質 的 な “ C”
形 を 定 め る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 金 型 キ ャ ビ テ ィ は 、 部 品 に 必 要 な “ C” 形 断 面 を 与 え る よ う に な っ て い て 、 縦 軸 (Z方 向
と 呼 ぶ )に 沿 っ て 延 び て お り 、 金 型 キ ャ ビ テ ィ お よ び 得 ら れ る 部 品 は 、 水 平 方 向 Yと 垂 直 方
向 Xと を 有 し 、 X、 Y、 お よ び Z方 向 は 、 互 い に 直 交 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 金 型 の 底 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 は 、 傾 斜 底 壁 の 前 部 境 界 か ら 後 部 境 界 ま で の 傾 斜 部 分 を 有 す
る 。 こ の 傾 斜 は 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ の 底 壁 の 前 部 境 界 に 接 し て X方 向 に 直 交 す る よ う に Y方 向
に 沿 っ て 後 方 に 延 び る 接 線 に 対 し て 、 約 1～ 20゜ の 必 要 角 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 金 型 の 雌 型 要 素 は 、 定 置 雄 型 要 素 か ら 、 底 端 部 分 の 傾 斜 底 壁 の 角 度 と 大 体 同 じ 約
1～ 20゜ の 角 度 に 引 き 離 さ れ る 。 し た が っ て 、 金 型 か ら の 部 品 の 突 き 出 し ま た は 取 り 出 し
時 に 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 さ れ て い る 塗 膜 の へ り の 引 き ち ぎ り 、 波 打 ち 、 ま た は 引 き
裂 き が 最 小 限 に 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 長 い 自 動 車 部 品 は 、 傾 斜 底 端 壁 を 有 し 、 該 壁 の 少 な く と も 一 部 が 塗 膜 で 覆 わ れ
る 、 と い う こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 底 端 壁 に は 、 前 述 の よ う に 、 前 記 接 線 に 対 す る 傾 斜 が
与 え ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 即 し て 、 本 発 明 の 装 置 と 方 法 の 例 と し て の 実 施 形 態 に つ い て 、 詳 し
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く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に よ る 長 い 部 品 12が 使 用 で き る タ イ プ の 自 動 車 10が 示 し て あ る 。 こ の
図 に 示 す よ う に 、 部 品 12は 、 サ イ ド シ ル ガ ー ニ ッ シ ュ で あ り 、 こ れ は ま た ロ ッ カ ー パ ネ ル
と 呼 ば れ る こ と も あ る 。 部 品 12の 上 部 は 、 隣 接 車 体 要 素 ま た は そ の 他 の 外 装 要 素 14に よ っ
て 隠 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 部 品 12は 、 底 端 壁 400と 頂 端 壁 要 素 402、 404と の 間 に 配 置 さ れ た 表
側 主 要 面 領 域 406を 有 す る 長 い 要 素 か ら 成 る 。 塗 膜 200が 、 表 側 主 要 面 406の 全 体 を 被 覆 し
て い る 。 塗 膜 の 底 部 へ り ま た は 底 部 末 端 204が 、 部 品 の 底 端 の 背 後 に 底 端 壁 400に 沿 っ て 配
置 さ れ て い る 。 脚 176と 178と が 、 部 品 の 表 側 の 面 か ら 後 方 に 離 れ て 配 置 し て あ る 。 塗 膜 の
頂 部 へ り 206が 、 頂 端 壁 要 素 404に 沿 う 部 品 の 外 表 面 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 部 品 は 、 Z方 向 す な わ ち 部 品 の 縦 軸 と 、 そ れ ぞ れ 部 品 の 高 さ
お よ び 幅 を 示 す Xお よ び Y方 向 と を 有 す る 。 X、 Y、 お よ び Zは 、 互 い に 直 交 し て い る 。 全 体
と し て 、 形 状 は 、 実 質 的 に 裏 返 し の “ C” で あ り (あ る い は 、 図 面 の 右 側 か ら 部 品 を 見 た 場
合 、 “ C” )、 こ こ で “ C” は 、 底 端 壁 、 頂 端 壁 、 お よ び 主 要 面 輪 郭 に よ っ て 定 め ら れ る 。
通 常 、 頂 端 壁 要 素 402は 、 フ レ ー ム に 連 結 さ れ 、 上 に あ る か 重 ね あ わ さ れ て い る 部 品 ま た
は 装 飾 部 材 が あ る た め に 隠 さ れ て 見 え な い 。 部 品 の 底 部 側 に 沿 う 脚 178も 、 適 当 な フ レ ー
ム そ の 他 に 連 結 さ れ て い る 。 見 る 人 は 表 面 406の 全 部 を 見 る こ と が で き る 。 塗 膜 の 底 部 へ
り 204は 、 主 要 面 406の 背 後 で 底 端 壁 400に 沿 っ て 延 び て い る の で 、 見 る 人 は 、 先 行 技 術 の
部 品 で は 見 え る こ と も あ っ た 分 離 線 ま た は “ 波 ” 線 を 見 る こ と が な い 。 ま た 、 塗 膜 の 頂 部
へ り 206も 、 他 の 部 品 た と え ば 図 １ に 示 す も の に よ っ て 覆 わ れ て い て 、 見 る 人 か ら 隠 さ れ
て い る の で 、 見 る 人 は こ の 頂 部 へ り に よ っ て 生 じ る 境 界 線 を 見 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ お よ び ２ Ａ に は 、 先 行 技 術 の 塗 膜 被 覆 “ C” 形 部 品 の 成 形 に 使 用 で き る 代 表 的 な 先
行 技 術 金 型 構 造 物 を 示 す 。 こ こ で は 、 100で 、 こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ の Yま た は 幅 寸 法 を 示 し
、 102で 、 こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ の 高 さ ま た は X寸 法 を 示 す 。 Z方 向 を 、 Xお よ び Y軸 の 交 点 Zで
示 す が 、 こ の Z方 向 は 、 図 ２ の 平 面 か ら 外 に 延 び て い る と 理 解 す べ き で あ る 。 す な わ ち 、 X
、 Y、 お よ び Z方 向 は 互 い に 直 交 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 金 型 構 造 物 は 、 定 置 雄 型 要 素 104、 Y方 向 に 動 く こ と の で き る 雌 型 要 素 106、 お よ び X
方 向 に 動 く こ と の で き る ス ラ イ ダ ー 部 分 108か ら 成 る 。 雌 型 要 素 の 雄 型 要 素 か ら の 動 き ま
た は 引 き 離 し の ベ ク ト ル を 、 110で 示 し 、 ま た ス ラ イ ダ ー の 雄 型 要 素 か ら 離 れ る 動 き の ベ
ク ト ル を 、 112で 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 金 型 キ ャ ビ テ ィ 140が 、 金 型 構 造 物 の 雄 型 、 雌 型 、 お よ び ス ラ イ ダ ー 部 分 の 間 に 備 え ら
れ て い る 。 こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ は 、 150で 示 す 頂 端 で 終 わ り 、 ま た こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ の
底 部 側 面 160で 終 わ っ て い る 。 こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ の 最 下 部 を 、 170で 示 す 。 こ れ を 、 金 型
キ ャ ビ テ ィ の 底 端 と も 呼 ぶ 。 第 一 の 後 脚 176と 連 結 の た め の 第 二 の 後 脚 キ ャ ビ テ ィ 構 造 178
と が 、 こ の 底 端 部 分 か ら 背 後 に 延 び 出 て い る 。 頂 端 部 分 184が 、 こ の 金 型 構 造 物 の 上 部 部
分 と し て 備 え ら れ 、 ま た 対 応 す る 金 型 キ ャ ビ テ ィ 底 端 が こ の 金 型 構 造 物 の 最 下 点 に 182で
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 通 常 の 技 術 に よ り 、 塗 膜 200を キ ャ ビ テ ィ の 雌 型 側 面 に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ こ で
使 用 す る 塗 膜 と い う 言 葉 は 、 広 く 、 必 要 な プ ラ ス チ ッ ク と 同 時 に 成 形 す る こ と の で き る す
べ て の 装 飾 フ ィ ル ム を 含 む も の と す る 。 た と え ば 、 こ の 塗 膜 は 、 フ ィ ル ム ラ ミ ネ ー ト か ら
成 る こ と が で き 、 こ の ラ ミ ネ ー ト は 、 カ ラ ー 、 透 明 、 お よ び /ま た は 金 属 光 沢 も し く は 金
属 粉 層 (す べ て 、 部 品 の 表 側 に 必 要 な 美 的 外 観 を 与 え る こ と を 意 図 す る )と す る こ と の で き
る 複 数 の 層 か ら 成 る 。 あ る い は 、 こ の 塗 膜 は 、 単 一 層 構 造 か ら な る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 こ の 塗 膜 は 、 表 側 の 面 の た め の キ ャ ビ テ ィ 180の 全 体 に 沿 っ て 延 び て
お り 、 塗 膜 の 一 端 206は 頂 端 キ ャ ビ テ ィ で 終 わ っ て お り 、 塗 膜 の 底 部 へ り 204は 底 端 キ ャ ビ
テ ィ で 終 わ っ て い る 。 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 金 型 は 三 分 割 金 型 で あ っ て 、 分 割 線 を 、
PL2、 PL4、 お よ び PL6と し て そ れ ぞ れ 想 像 線 で 示 す 。 ス プ ル ー 210が 雄 型 に 備 え ら れ 、 金 型
キ ャ ビ テ ィ と 連 絡 し て い る 。 注 意 す べ き こ と は 、 頂 端 キ ャ ビ テ ィ の 一 部 が 頂 部 棚 連 結 部 22
0キ ャ ビ テ ィ に よ っ て 定 め ら れ 、 連 結 部 220キ ャ ビ テ ィ は 、 前 方 に 突 き 出 た 棚 202を 有 し 、
該 棚 に は 、 上 部 脚 キ ャ ビ テ ィ 224お よ び 226が 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 般 に 、 こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ は 、 三 つ の 主 要 部 分 、 (a)主 要 面 キ ャ ビ テ ィ 180、 (b)底 端
キ ャ ビ テ ィ 182、 お よ び (c)頂 端 キ ャ ビ テ ィ 184か ら 成 る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 塗 膜 200は 表
側 キ ャ ビ テ ィ の 表 側 (こ こ で は 、 雌 型 側 )を 覆 い 、 金 型 の 底 端 お よ び 頂 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 の
204、 206で 終 わ っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す 、 あ る 種 の 先 行 技 術 で 一 般 的 な 方 法 で は 、 塗 膜 の 末 端 へ り 204は 、 参 照 番
号 170で 示 す よ う に 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ 内 の キ ャ ビ テ ィ の 最 下 部 分 の 後 部 ま で 配 置 さ れ て い
る 。 こ の 構 造 は 、 問 題 が 起 こ り や す い 。 と い う の は 、 図 ２ Ａ に 示 す ベ ク ト ル 線 110に 沿 う
雌 型 要 素 の 引 出 し ま た は 引 き 離 し に よ り 、 塗 膜 の こ の 部 分 204の 引 き ち ぎ り ま た は 引 き 裂
き が 起 こ る こ と が 多 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 図 ３ お よ び ３ Ａ に よ り 、 本 発 明 を 詳 し く 説 明 す る 。 こ れ ら の 図 に 示 す 金 型 構 造 物
に お い て は 、 当 該 金 型 の 底 端 キ ャ ビ テ ィ 部 分 182に は 、 底 壁 面 が 備 え ら れ 、 こ の 底 壁 面 は
傾 斜 底 壁 320を 有 す る (図 ３ Ａ )。 底 端 キ ャ ビ テ ィ の 底 壁 320は 、 前 部 境 界 322か ら 後 部 境 界 3
52ま で 延 び て い る 。 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 底 壁 320の 前 部 境 界 322は 、 接 線 350に 対 し て 約 1
～ 20゜ 、 好 ま し く は 1～ 10゜ 、 も っ と も 好 ま し く は 5゜ の 角 度 傾 斜 し て い る 。 接 線 350は 、
前 部 境 界 322に 接 し 、 図 ３ に 示 す Y方 向 線 100に 平 行 で 、 図 ３ に 示 す X方 向 に 直 交 し て い る 。
示 さ れ て い る よ う に 、 塗 膜 200の 底 部 へ り 204は 、 金 型 キ ャ ビ テ ィ の 最 下 端 170を 通 過 し て
傾 斜 底 壁 320に 沿 っ て 延 び て い る 。 本 発 明 の 場 合 、 分 割 線 PL4は 、 傾 斜 底 壁 320の 末 端 352に
隣 接 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ か ら わ か る よ う に 、 図 ３ Ａ に も っ と も 良 く 示 さ れ て い る よ う な 傾 斜 底 端 キ ャ ビ テ ィ
面 が 備 え ら れ 、 雌 型 引 出 し ま た は 引 き 離 し ベ ク ト ル が 358で 示 さ れ る よ う な も の (図 ３ )で
あ る の で 、 部 品 を 対 応 す る キ ャ ビ テ ィ か ら 取 り 出 す と き に 、 塗 膜 の へ り 204の 引 き ち ぎ り
ま た は 引 っ か き を 防 ぐ こ と が で き る 。 言 い 換 え る と 、 雌 型 要 素 の Y方 向 引 出 し ま た は 移 動
も 、 100で 示 す Y方 向 に 対 し て 約 1～ 20゜ の 角 度 で な さ れ る 。 こ の 角 度 は 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ
の 底 壁 の 前 記 傾 斜 角 に 実 質 的 に 一 致 す る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 部 棚 連 結 部 キ ャ ビ
テ ィ 220も 、 好 ま し く は 、 雄 型 要 素 か ら 離 れ る 雌 型 要 素 の Y方 向 移 動 が 容 易 に な る よ う に 前
記 角 度 だ け 傾 け ら れ る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ２ に 示 す 先 行 技 術 の 構 造 物 に お い て は 、 上 部 棚
連 結 部 キ ャ ビ テ ィ 220が X方 向 に 対 し て 実 質 的 に 直 交 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 明 ら か に 、 本 発 明 は 、 一 つ の 側 面 に お い て 、 実 質 的 に “ C” 形 の 断 面 を 有 す る 長 い 部 品
の 成 形 の た め の 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。 一 般 に 、 こ の 部 品 は 、 当 該 部 品 の 底 部 へ り を
定 め る 底 端 、 当 該 部 品 の 頂 部 へ り を 定 め る 頂 端 、 お よ び 、 前 記 底 端 と 頂 端 と の 間 に あ っ て
、 表 側 の 面 と 対 向 後 面 と か ら 成 る 主 要 面 か ら 成 る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 必 要 な “ C” 形
の 断 面 に 一 致 す る 金 型 キ ャ ビ テ ィ が 備 え ら れ る 。 こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ 自 体 は 、 Z方 向 の 縦
軸 に 沿 っ て 延 び て お り 、 水 平 方 向 Yと 垂 直 方 向 Xと を 有 し 、 X、 Y、 お よ び Zが 互 い に 直 交 し
て い る 。 底 端 キ ャ ビ テ ィ 、 頂 端 キ ャ ビ テ ィ 、 お よ び 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ の す べ て が 、 協 同 す
る 金 型 構 造 物 内 に 備 え ら れ 、 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ は 表 側 前 部 と 対 向 後 部 と を 有 す る 。 底 端 キ
ャ ビ テ ィ 、 頂 端 キ ャ ビ テ ィ 、 お よ び 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ は 、 協 同 し て 、 “ C” 形 ま た は 裏 返
し “ C” 形 を 定 め る 。 傾 斜 底 壁 が 底 端 キ ャ ビ テ ィ に 備 え ら れ 、 当 該 傾 斜 底 壁 は 、 主 要 面 キ
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ャ ビ テ ィ の 表 側 の 面 に 接 す る 前 部 境 界 と 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ か ら Y方 向 に 離 れ た 位 置 に あ る
後 部 境 界 と を 有 す る 。 こ の 傾 斜 底 壁 は 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ の 前 部 境 界 に 接 し 、 か つ Y方 向 に
延 び て X方 向 に 直 交 す る 接 線 に 対 し て 、 約 1～ 20゜ の 角 度 を な す よ う に 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 方 法 は 、 金 型 キ ャ ビ テ ィ 内 に 溶 融 プ ラ ス チ ッ ク を 射 出 し 、 溶 融 プ ラ ス チ ッ ク を 冷 却
さ せ て 成 形 部 品 が で き る よ う に す る こ と か ら 成 る 。 得 ら れ る 冷 却 プ ラ ス チ ッ ク 部 品 は 、 金
型 キ ャ ビ テ ィ か ら 、 X方 向 に 対 し て 鋭 角 を な す よ う に 、 取 り 出 す か 突 き 出 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 般 に 、 塗 膜 が 、 金 型 キ ャ ビ テ ィ 内 に 、 主 要 面 キ ャ ビ テ ィ の 表 側 前 面 に 沿 っ て 、 当 該 塗
膜 の 一 端 が 底 端 キ ャ ビ テ ィ 内 に 延 び 出 る よ う に 、 配 置 さ れ て い る 。 示 さ れ て い る よ う に 、
こ の 金 型 キ ャ ビ テ ィ は 、 定 置 雄 型 要 素 、 Y方 向 に 動 け る 可 動 雌 型 要 素 、 お よ び X方 向 に 動 け
る ス ラ イ ダ ー 部 分 か ら 成 る 三 分 割 金 型 構 造 物 に よ っ て 定 め ら れ る 。 成 形 部 品 の 金 型 キ ャ ビ
テ ィ か ら の 取 り 出 し は 、 前 記 接 線 に 平 行 で 、 Y方 向 に 延 び て い る 線 に 対 し て 約 1‾20゜ の 角
度 で Y方 向 に 雌 型 要 素 を 動 か す こ と を 含 む 。 し た が っ て 、 底 端 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 さ れ て
い る 塗 膜 の へ り は 、 雌 型 要 素 が Y方 向 に 動 く と き に 、 引 っ か か れ た り 、 引 き ち ぎ ら れ た り
す る こ と が な い 。 ま た 、 金 型 の ス ラ イ ダ ー 部 分 は 、 雄 型 要 素 か ら X方 向 に 動 か さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 長 い 自 動 車 部 品 は 、 実 質 的 に “ C” 形 の 断 面 形 状 を 有 す る 。 こ の 部 品 は 、
当 該 部 品 の 底 部 へ り を 定 め る 底 端 壁 部 分 、 当 該 部 品 の 頂 部 を 定 め る 頂 端 壁 部 分 、 お よ び 底
端 壁 部 分 と 頂 端 壁 部 分 と の 間 に 延 び る 主 要 面 か ら 成 る 。 こ の 主 要 面 は 、 表 側 の 面 と 対 向 後
面 と か ら 成 る 。 前 記 底 端 壁 部 分 は 、 主 要 面 の 表 側 の 面 か ら 延 び 出 て い て 、 ま た 傾 斜 底 壁 面
を 有 す る 。 こ の 底 壁 面 は 、 主 要 面 に 隣 接 す る 前 部 境 界 と 主 要 面 か ら 後 方 に 離 れ た 後 部 境 界
と を 有 す る 。 こ の 傾 斜 底 壁 は 、 Ｙ 方 向 に 延 び て X方 向 に 直 交 す る 、 前 部 境 界 に 接 す る 接 線
に 対 し て 、 約 1～ 20゜ の 角 度 に 配 置 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 こ の 傾 斜 は 、 約 1～ 10゜ で あ
り 、 も っ と も 好 ま し く は 約 5゜ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 自 動 車 部 品 は 、 そ の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 表 側 の 面 全 体 を 覆 う 塗 膜 を 有 す
る プ ラ ス チ ッ ク 基 板 か ら 成 り 、 こ の 塗 膜 の 第 一 の へ り が 、 底 端 壁 部 分 の 少 な く と も 一 部 を
覆 い 、 底 端 部 分 の 前 部 境 界 の 後 方 で 終 わ っ て い る 。 ま た 、 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 底 端
キ ャ ビ テ ィ の 傾 斜 底 壁 に 沿 っ て 前 部 境 界 と 後 部 境 界 と の 間 で 終 わ る 塗 膜 の 第 一 の へ り を 有
し て い る 。 塗 膜 の 第 二 の へ り は 、 頂 端 壁 部 分 の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ っ て 製 造 さ れ た サ イ ド シ ル ガ ー ニ ッ シ ュ 部 品 を 有 す る 自 動 車 の 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 深 い “ C” 形 部 品 の 製 造 に 普 通 に 使 用 さ れ る 先 行 技 術 金 型 構 造 物 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ に お い て 想 像 線 Fig.2Aで 円 形 に 囲 っ た 図 ２ の 金 型 構 造 物 部 分 の 拡 大 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 で 使 用 す る 金 型 構 造 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ に お い て 想 像 線 Fig.3Aで 円 形 に 囲 っ た 図 ３ の 金 型 構 造 物 部 分 の 拡 大 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ っ て 製 造 し た 長 い 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 10　 自 動 車
　 12　 長 い 部 品
　 14　 外 装 要 素
  100  金 型 キ ャ ビ テ ィ の 幅 方 向
　 102　 金 型 キ ャ ビ テ ィ の 高 さ 方 向
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　 104　 定 置 雄 型 要 素
  106  雌 型 要 素
　 108  ス ラ イ ダ ー 部 分
  110  雌 型 要 素 引 き 離 し ベ ク ト ル
  112  ス ラ イ ダ ー 引 き 離 し ベ ク ト ル
  140  金 型 キ ャ ビ テ ィ
  150  頂 端
  160  底 部 側 面
  170  金 型 キ ャ ビ テ ィ の 最 下 端
  176  第 一 の 後 脚
  178  第 二 の 後 脚
  180  主 要 面 キ ャ ビ テ ィ
  182  底 端 キ ャ ビ テ ィ
  184  頂 端 キ ャ ビ テ ィ
  200  塗 膜
  202  棚
  204  塗 膜 の 底 部 へ り
  206  塗 膜 の 頂 部 へ り
  210  ス プ ル ー
  220  連 結 部 キ ャ ビ テ ィ
  224  上 部 脚 キ ャ ビ テ ィ
  226  上 部 脚 キ ャ ビ テ ィ
  320  傾 斜 底 壁
  322  前 部 境 界
  350  接 線
  352  後 部 境 界
  358  雌 型 引 き 離 し ベ ク ト ル
  400  底 端 壁
  402  頂 端 壁 要 素
  404  頂 端 壁 要 素
  406  表 側 主 要 面
  PL2  分 割 線
  PL4  分 割 線
  PL6  分 割 線
  X  部 品 の 高 さ 方 向
  Y  部 品 の 幅 方 向
  Z  部 品 の 縦 軸
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ２ Ａ 】

【 図 ３ 】 【 図 ３ Ａ 】

【 図 ４ 】
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